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11k 2 protein; Core-binding factor subunit alpha-3; CBF-alpha-3; Oncogene AML-2;
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ラントドメインを含む転写因子ファミリーのメンバーをコードしています。このタンパク質とβサブユニットのヘテロ二量体は複合体を形成し、多くのエンハンサーやプロモーターに存在するコアDNA配列5'-PYGPYGGT-3'に結合して転写を活性化または抑制します。また、他の転写因子とも相互作用します。腫瘍抑制因子として機能し、がんにおいては頻繁に欠失または転写サイレンシングされます。選択的スプライシングによって、複数の転写バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2016年3月],ドメイン：C末端のプロリン／セリン／スレオニンに富む領域は、標的遺伝子の転写活性化に必須である。,機能：CBFは、マウス白血病ウイルス、ポリオーマウイルスエンハンサー、T細胞受容体エンハンサー、lck、IL-3、GM-CSFプロモーターなど、多くのエンハンサーおよびプロモーターのコア部位である5'-PYGPYGGT-3'に結合する。,類似性：1つのRuntドメインを含む。,サブユニット：αサブユニットとβサブユニットのヘテロダイマー。αサブユニットは単量体として、またRuntドメインを介してDNAに結合する。DNA結合はヘテロダイマー化によって増加する。TLE1およびSUV39H1と相互作用する。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達、転写、その他の因子、神経科学、発達
	画像データ
	

	RUNX3 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解液のウェスタン ブロット分析。
	

	1：500に希釈したRUNX3ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

